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Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の
１
―

学
校
導
入
の
試
算
で
明
ら
か
に

消費電力

エ
グ
ゼ
ア

で
巻
き
返
し

ガ
ス
協
会

セ
ミ
ナ
ー

業
界
挙
げ
た
Ｐ
Ｒ
を
展
開

世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

Ｇ
Ｈ
Ｐ
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
顧
問

山
岸
一
夫
氏
が
解
説

エグゼア

東電管内

夏
の
計
画
停
電
拡
大
は
不
可
避

福
島
原
発
の
事
故
に
伴
い
、
東
京
電
力
管
内
で
は
ひ
っ
迫
す
る
電
力
供
給
に
対
応
し
た
計
画
停
電
を
実

施
し
て
い
る
。
東
京
電
力
で
は
電
力
不
足
改
善
に
向
け
て
発
電
所
の
増
強
を
検
討
し
て
い
る
が
、
今
回
の

震
災
で
は
原
子
力
発
電
所
だ
け
で
な
く
火
力
発
電
所
も
被
災
し
て
お
り
、
早
期
の
復
旧
は
困
難
な
模
様
。

ま
た
、
点
検
中
の
原
発
の
再
稼
働
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
電
力
不
足
は
長
期
化
す
る
見
通
し
だ
。

日
本
ガ
ス
協
会
が
実
施
し

た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
Ｇ
Ｈ
Ｐ

エ
グ
ゼ
ア
」
と
更
新
期
を
迎

え
た
旧
型
Ｇ
Ｈ
Ｐ
や
最
新
Ｅ

Ｈ
Ｐ
と
の
環
境
性
、
経
済
性

を
比
較
す
る
試
算
方
法
が
紹

介
さ
れ
た
。
ガ
ス
協
会
が
制

作
し
た
資
料
を
も
と
に
、
同

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
Ｇ
Ｈ

Ｐ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
技
術
顧

問
の
山
岸
一
夫
氏
に
解
説
し

て
も
ら
っ
た
。
概
要
は
次
の

通
り
。

◎
新
し
い
成
績
係
数
「
Ａ

Ｐ
Ｆ
（
Ｅ
Ｈ
Ｐ
相
当
）
」
の

導
入超

高
効
率
を
旗
印
に
新
た

に
登
場
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
ク
ゼ

ア
の
実
力
を
表
現
す
る
に

は
、
新
た
な
評
価
法
が
必
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
登
場
し
た

の
が
「
Ａ
Ｐ
Ｆ
（
Ｅ
Ｈ
Ｐ
相

当
）
」
で
あ
る
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
投
入
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
出
力
の

比
率
は
長
ら
く
Ｃ
Ｏ
Ｐ
が
使

わ
れ
て
き
た
が
、
よ
り
実
態

に
合
致
し
た
評
価
を
可
能
に

す
る
た
め
、
２
０
０
６
年
に

新
し
い
指
標
Ａ
Ｐ
Ｆ
（
通
年

効
率
）
が
設
定
さ
れ
Ｊ
Ｉ
Ｓ

化
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
は
１
点
だ
け
の
定
格
値

で
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
Ａ

Ｐ
Ｆ
で
は
負
荷
、
気
温
な
ど

で
決
め
ら
れ
る
運
転
モ
ー
ド

を
５
点
（
冷
房
２
点
、
暖
房

３
点
）
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の

運
転
点
の
時
間
を
掛
け
て
決

定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ま
で
Ｅ

Ｈ
Ｐ
の
独
壇
場
だ
っ
た
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
Ｇ

Ｈ
Ｐ
が
登
場
し
て
、
し
か
も

年
々
効
率
が
向
上
し
て
き
て

Ｅ
Ｈ
Ｐ
に
迫
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
矛
盾
が
生
じ
て
き

た
。
高
効
率
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
が
Ｅ

Ｈ
Ｐ
と
の
比
較
に
お
い
て
正

当
に
評
価
さ
れ
な
い
と
い
う

矛
盾
で
あ
る
。

そ
の
要
因
は
投
入
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
効
率
計
算
の
分
母
）

が
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の
場
合
は
２
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
で
あ
る
の

に
対
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
天
然
ガ

ス
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
よ
う
な
１

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ま
で
あ

る
こ
と
だ
。
分
母
に
こ
れ
だ

け
の
違
い
が
あ
っ
て
は
公
平

な
比
較
計
算
は
出
来
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
分
母
（
土
俵
）

を
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
る
。

分
母
を
そ
ろ
え
る
に
は
①
電

気
を
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換

算
す
る
②
ガ
ス
を
２
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
評
価
す
る
∪
∪
∪
と
い

う
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。

省
エ
ネ
法
で
は
全
て
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
１
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
換
算
し
て
合
算
す
る

が
、
電
気
を
１
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
換
算
す
る
際
は
、
電
気

１
㌔
㍗
／
ｈ
（
３
・
６
㍋

）

を
９
・

㍋

と
定

め
ら
れ
て

い
る
。
し

た
が
っ
て

Ｅ
Ｈ
Ｐ
の

Ａ
Ｐ
Ｆ
を

１
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
ベ
ー
ス
で
計
算
す
る

た
め
に
は
、
分
母
に
９
・
７

６
÷
３
・
６

２
・
７
を
掛

け
れ
ば
よ
い
。
そ
の
場
合
Ａ

Ｐ
Ｆ
は
１
÷
２
・
７

０
・

３
６
９
倍
に
値
が
低
く
な

る
。
そ
の
た
め
電
力
業
界
で

は
も
っ
ぱ
ら
２
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
ベ
ー
ス
で
の
計
算
に
よ
っ

て
い
る
。

一
方
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
Ａ
Ｐ
Ｆ

は
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ー
ス

で
算
定
し
て
き
た
。
こ
の
よ

う
に
直
接
比
較
が
で
き
な
い

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ガ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
だ
が
、
数
字
上
で

は
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
評
価

が
低
く
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ

た
。こ

の
不
公
平
感
を
解
消
す

る
た
め
に
大
手
ガ
ス
３
社

は
、
新
た
に
「
Ａ
Ｐ
Ｆ
（
Ｅ

Ｈ
Ｐ
相
当
）
」
の
概
念
を
導

入
し
た
。
こ
れ
は
ガ
ス
の
投

入
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
２
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
換
算
し
て
計
算
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
電
力
の
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

換
算
と
は
逆
に
、
ガ
ス
の
入

力
㍋

に
３
・
６
÷
９
・
７

６

０
・
３
６
９
を
掛
け
て

算
出
す
る
。
こ
れ
を
、
１
０

０
０
㌐

／
年
の
空
調
負
荷

を
処
理
す
る
ケ
ー
ス
で
試
算

し
た
の
が
左
図
だ
。

省
エ
ネ
法
に
示
さ
れ
て
い

る
通
り
、
１
㌔
㍗
／
ｈ
（

３
６
０
０
㌔

）
の
電
気
を

作
る
た
め
に
は
９
７
６
０
㌔

の
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
だ
。
す
な
わ
ち
、
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー

３
６
０
０
÷
９

７
６
０
×
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
う
式
に
な
る
。
こ
れ
を

も
と
に
、
年
間
１
千
㌐

の

空
調
負
荷
を
処
理
す
る
ケ
ー

ス
で
Ａ
Ｐ
Ｆ
を
試
算
す
る
場

合
の
計
算
式
は
三
つ

表
１

・
表
２

だ
。

こ
の
式
で
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
Ｅ
Ｈ

Ｐ
の
最
高
効
率
機
を
比
較
す

る
。
こ
の
よ
う
に
比
較
可
能

な
式
で
両
者
を
比
較
す
る

と
、
表
３
が
示
す
よ
う
に
Ｇ

Ｈ
Ｐ
の
効
率
が
Ｅ
Ｈ
Ｐ
を
大

き
く
上
回
る
こ
と
が
わ
か

る
。◎

「
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
グ
ゼ
ア
」

の
経
済
性
・
環
境
性
（
東
京

ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス
の
簡
易
提

案
書
）

Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
グ
ゼ
ア
の
販
売

に
先
立
ち
、
東
京
ガ
ス
と
大

阪
ガ
ス
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
グ
ゼ

ア
販
売
ツ
ー
ル
と
し
て
「
簡

易
提
案
ソ
フ
ト
」
が
開
示
さ

れ
た
。

新
規
物
件
用
と
機
器
更
新

物
件
用
が
あ
り
、
新
規
物
件

用
に
は
従
来
の
定
額
Ｃ
Ｏ
Ｐ

を
用
い
る
方
法
に
加
え
Ａ
Ｐ

Ｆ
を
用
い
る
方
法
、
定
格
Ｃ

Ｏ
Ｐ
と
中
間
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
平
均

値
を
用
い
る
方
法
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
れ
ぞ

れ
の
計
算
方
法
を
示
す
。

【
新
規
物
件
に
お
け
る
計

算
】▽

Ａ
Ｐ
Ｆ
を
用
い
る
方
法

東
京
ガ
ス
の
簡
易
提
案
書

で
は
、
新
規
物
件
は
Ａ
Ｐ
Ｆ

を
用
い
て
計
算
し
て
い
る
。

設
定
し
た
年
間
空
調
を
Ａ
Ｐ

Ｆ
で
割
る
こ
と
に
よ
り
、
年

間
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
求

め
る
。
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
に
お
け
る
電
気
の
割
合

（
α
）
を
用
い
て
、
ガ
ス
と

電
気
の
使
用
量
を
分
離
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
１
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
炭
酸
ガ
ス
排
出
量
、
料

金
を
計
算
す
る
。

〔
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量

年
間
空
調
負
荷
÷
Ａ
Ｐ

Ｆ
（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）
〕

▽
定
格
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
中
間
Ｃ

Ｏ
Ｐ
の
平
均
値
を
用
い
る
方

法

大
阪
ガ
ス
の
簡
易
提
案

書
で
は
定
格
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
中
間

Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
平
均
値
を
用
い
て

い
る
。
設
定
し
た
空
調
負
荷

を
こ
の
値
で
割
る
こ
と
に
よ

り
ガ
ス
消
費
量
を
求
め
る
。

〔
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

空
調
負
荷
÷
（
定
格
Ｃ
Ｏ
Ｐ

＋
中
間
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
÷
２
〕

▽
機
器
更
新
物
件
に
お
け

る
計
算

東
京
ガ
ス
の
簡
易

提
案
書
で
は
、
機
器
更
新
物

件
は
室
内
機
容
量

％
接
続

効
率
を
用
い
て
計
算
し
て
い

る
。ガ

ス
使
用
実
績
か
ら
既
存

機
の

％
接
続
効
率
を
用
い

て
空
調
負
荷
を
想
定
し
て
最

新
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の

％
接
続
効

率
、
最
新
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の

％
接

続
効
率
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
求

め
る
。

〔
空
調
負
荷

既
存
Ｇ
Ｈ

Ｐ
の
ガ
ス
消
費

量
×
既
存
Ｇ
Ｈ

Ｐ
の

％
接
続

効
率
〕

こ
こ

か
ら
更
新
Ｇ
Ｈ

Ｐ
の
ガ
ス
消
費

量
と
対
抗
Ｅ
Ｈ

Ｐ
の
電
力
消
費

量
は
以
下
の
式

で
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

〔
更
新
Ｇ
Ｈ

Ｐ
の
ガ
ス
消
費

量

空
調
負
荷

÷
更
新
Ｇ
Ｈ
Ｐ

の

％
接
続
効

率
〕

〔
対
抗
Ｅ
Ｈ
Ｐ

の
電
力
消
費
量

空
調
負
荷
÷

更
新
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の

％

接

続

効

率
〕

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

増産体制構築急ぐ
室外機３社今後の需要増に対応

Ｇ
Ｈ
Ｐ

ア
イ
シ
ン
精
機
、
三
洋
電

機
、
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
室
外
機

メ
ー
カ
ー
３
社
は
、
今
後
見

込
ま
れ
る
需
要
増
に
対
応
す

る
た
め
増
産
体
制
を
敷
く
準

備
に
入
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

電
力
供
給
が
ひ
っ
迫
、
東
京

電
力
は
計
画
停
電
の
実
施
や

節
電
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
夏
の
冷
房

需
要
期
に
は
大
幅
な
電
力
不

足
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
室
外
機
メ
ー
カ
ー
各
社

で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
準
化

・
有
効
利
用
を
図
る
う
え

で
、
空
調
市
場
に
お
い
て
は

Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
役
割
が
一
層
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
し
て

い
る
。
た
だ
、
現
在
は
大
震

災
の
影
響
で
オ
イ
ル
シ
ー

ル
、
基
盤
、
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ

ー
な
ど
の
部
品
供
給
の
調
達

が
一
部
滞
っ
て
い
る
。
各
メ

ー
カ
ー
と
も
部
品
調
達
の
遅

れ
が
解
消
し
た
段
階
で
増
産

に
動
く
こ
と
に
な
る
。

ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
で
は
、
工
場
の
人
員

を
新
商
品
「
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
グ
ゼ

ア
」
の
発
売
に
合
わ
せ
て

人
増
員
し
た
が
、
今
後
さ
ら

に

人
を
増
員
し
１
０
０
人

体
制
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

早
期
に
年
間
生
産
台
数
２
万

台
を
確
立
す
る
考
え
。

三
洋
電
機
は
計
画
停
電
の

影
響
で
大
泉
工
場
（
群
馬
県

大
泉
町
）
の
生
産
に
支
障
が

で
た
が
、

日
か
ら
は
ラ
イ

ン
を
早
朝
か
ら
稼
働
さ
せ
る

な
ど
、
停
電
に
合
わ
せ
た
シ

フ
ト
で
対
応
し
て
い
る
。
同

社
も
今
後
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
需
要
が

増
え
る
こ
と
を
想
定
し
、
人

員
の
増
強
を
検
討
し
な
が
ら

増
産
を
目
指
す
。
ま
た
、
ア

イ
シ
ン
精
機
も
、
実
際
に
引

き
合
い
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
生
産
ラ
イ
ン
の
人
員

を
増
や
す
と
し
て
い
る
。

東
京
電
力
の
藤
本
孝
副
社

長
は

日
の
会
見
で
「
暖
房

需
要
が
減
る
５
月
の
大
型
連

休
明
け
に
は
、
計
画
停
電
は

必
要
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
」
と
し
な
が
ら

「
冷
房

需
要
が
増
加
す
る
夏
場
に
は

１
千
万
㌔
㍗
程
度
不
足
と
な

り
、
そ
れ
を
埋
め
る
の
は
難

し
い
」
と
述
べ
、
夏
場
に
は

計
画
停
電
が
避
け
ら
れ
な
い

と
述
べ
た
。
ま
た
、

日
の

会
見
で
海
江
田
経
産
相
は
、

夏
の
電
力
ピ
ー
ク
時
に
は
東

京

区
を
含
め
計
画
停
電
の

対
象
地
区
を
拡
大
す
る
考
え

を
示
し
た
。

猛
暑
の
去
年
、
７
月

日

に
東
京
電
力
は
５
９
１
８
万

㌔
㍗
の
最
大
電
力
を
記
録
し

た
。
そ
れ
で
も
東
電
は
６
３

０
０
万
㌔
㍗
程
度
の
供
給
量

を
確
保
し
て
い
た
た
め
供
給

不
足
の
不
安
は
生
じ
な
か
っ

た
。
十
分
な
供
給
量
を
確
保

で
き
た
の
は
、
２
０
０
７
年

の
中
越
沖
地
震
に
よ
り
全
７

基
が
停
止
し
て
い
た
柏
崎
刈

羽
原
発
が
、
２
０
０
９
年
末

か
ら
４
基
が
順
次
運
転
を
再

開
し
た
こ
と
に
よ
る
。

今
回
の
震
災
に
伴
う
福
島

第
１
、
第
２
原
発
の
事
故
で

は
、
運
転
不
能
に
な
っ
た
計

基
の
発
電
量
の
合
計
が
９

０
９
・
６
万
㌔
㍗
に
な
る
。

さ
ら
に
、
点
検
作
業
を
継
続

し
て
い
る
柏
崎
刈
羽
原
発
２

〜
４
号
機
の
再
稼
働
も
原
発

の
安
全
性
へ
の
不
安
か
ら
再

稼
働
が
難
し
い
状
況
だ
。

一
方
、
火
力
発
電
も
震
災

で

基
が
被
害
を
受
け
た
。

特
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た

鹿
島
（
茨
城
県
神
栖
市

、

常
陸
那
珂
（
茨
城
県
東
海

村

、
広
野
（
福
島
県
広
野

町
）
の
各
火
力
発
電
所
で
は
、

運
転
を
停
止
し
て
い
る
発
電

機
の
発
電
量
合
計
は
５
８
０

万
㌔
㍗
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
火
力
発
電
は
現
段

階
で
運
転
再
開
の
メ
ド
が
立

っ
て
い
な
い
。

３
月

日
現
在
、
東
電
の

発
電
能
力
は
３
７
５
０
万
㌔

㍗
。
こ
の
発
電
量
に
は
西
日

本
の
電
力
会
社
や
北
海
道
電

力
か
ら
融
通
し
た
数
字
も
含

ま
れ
る
。
東
電
で
は
今
後
、

休
眠
火
力
発
電
所
の
稼
働
再

開
を
急
ぎ
、
復
旧
の
メ
ド
が

た
た
な
い
鹿
島
な
ど
の
修
復

に
全
力
を
挙
げ
、
さ
ら
に
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
に
よ
る
発
電
所

を
新
設
す
る
な
ど
で
、
夏
ま

で
に
は
４
７
０
０
万
㌔
㍗
に

供
給
量
を
増
や
す
考
え
だ
。

政
府
も
特
定
の
手
段
に
限
ら

ず
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
取
る

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
最

大
限
の
努
力
で
４
７
０
０
万

㌔
㍗
の
供
給
量
で
あ
れ
ば
、

冷
房
需
要
が
増
え
る
夏
場
の

電
力
需
要
か
ら
は
１
３
０
０

万
㌔
㍗
も
不
足
す
る
こ
と
に

な
る
。
電
力
不
足
の
長
期
化

は
避
け
ら
れ
ず
、
経
済
活
動

や
国
民
生
活
に
影
響
が
で
る

こ
と
は
必
至
な
情
勢
だ
。

現
在
、
東
京
・
多
摩
地
区

の
各
自
治
体
で
は
、
小
中
学

校
普
通
教
室
の
冷
房
化
を
進

め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
で
は
経
済
性
、
運
転
性

能
、
環
境
性
、
設
置
方
法
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
項
目
を
検

討
し
、
導
入
す
る
空
調
器
を

決
定
す
る
。
空
調
機
の
消
費

電
力
比
較
も
重
要
な
比
較
項

目
の
一
つ
。

小
中
学
校
の
普
通
教
室
は

平
方
㍍
の
規
格
で
統
一
さ

れ
て
お
り
、
１
教
室
当
た
り

の
冷
房
能
力
は
５
馬
力
が
標

準
仕
様
に
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、

教
室
に
空
調
設
備

を
導
入
す
る
に
は
、

馬
力

の
室
外
機
２
基
と
室
内
機

台
の
設
置
が
必
要
に
な
る
。

そ
こ
で

教
室
設
置
を
例

に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の
消
費

電
力
を
比
較
し
て
み
る
と
、

冷
房
時
の
室
外
機
の
消
費
電

力
は
Ｇ
Ｈ
Ｐ
が
０
・

㌔
㍗

／
ｈ
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
が

・

㌔

㍗
／
ｈ
と
な
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は

Ｅ
Ｈ
Ｐ
の
２
６
５
分
の
１
し

か
電
力
を
消
費
し
な
い
。

ま
た
、
発
電
機
能
付
き
Ｇ

Ｈ
Ｐ
の
場
合
は
室
内
機
に
電

気
を
供
給
す
る
の
で
、
室
内

機
の
消
費
電
力
も
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の

２
・

㌔
㍗
／
ｈ
に
対
し
Ｇ

Ｈ
Ｐ
は
１
・
８
８
㌔
㍗
／
ｈ

と
な
り
、
消
費
電
力
は
１
時

間
当
た
り
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
方
が
６

５
０
㍗
少
な
く
な
る
。
そ
も

そ
も
夏
場
の
電
力
供
給
不
安

に
応
え
る
た
め
に
開
発
を
ス

タ
ー
ト
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
、
消

費
電
力
削
減
の
切
り
札
と
い

え
る
空
調
機
だ
。

ガ
ス
業
界
で
は
こ
れ
ま
で

も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
」
を
訴
え
て
き
た
。

貴
重
な
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

必
要
な
場
所
で
確
実
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
、
各
施
設
へ
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
導

入
を
強
力
に
推
し
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

日
本
ガ
ス
協
会
は
３
月
４

日
と
７
日
の
両
日
、
４
月
に

超
高
効
率
「
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
グ
ゼ

ア
」
が
発
売
さ
れ
る
の
に
先

立
ち
、
大
阪
と
東
京
で
セ
ミ

ナ
ー

一
部
既
報

を
開
い

た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
Ｅ
Ｈ

Ｐ
を
含
め
た
ビ
ル
用
マ
ル
チ

エ
ア
コ
ン
に
お
い
て
、
通
年

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

Ａ
Ｐ
Ｆ

で
最
高
効
率
を
実
現
し
た
エ

グ
ゼ
ア
の
環
境
性
能
や
経
済

性
が
紹
介
さ
れ
た
。

エ
グ
ゼ
ア
の
開
発
背
景
を

説
明
し
た
東
京
ガ
ス
空
調
・

業
務
用
機
器
部
の
坂
倉
淳
副

部
長
は
、
エ
グ
ゼ
ア
の
開
発

に
は
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
販
売
台
数
の

減
少
、
競
争
力
低
下
へ
の
危

機
感
が
あ
っ
た
と
言
う
。

坂
倉
部
長
は
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
販

売
減
に
つ
い
て

「
Ｇ
Ｈ
Ｐ

は
効
率
の
面
で
Ｅ
Ｈ
Ｐ
に
対

し
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
た
。
し
か
し
Ｅ
Ｈ
Ｐ
が

効
率
を
上
げ
て
き
た
こ
と

で
、
イ
ニ
シ
ア
ル
コ
ス
ト
が

高
く
て
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
メ

リ
ッ
ト
を
出
す
と
い
う
Ｇ
Ｈ

Ｐ
の
魅
力
が
薄
れ
て
き
た
た

め
だ
」
と
し

「
最
高
効
率

を
実
現
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
グ
ゼ

ア
を
起
爆
剤
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の

反
転
攻
勢
を
開
始
し
、
ま
ず

は
年
間
３
万
台
販
売
ま
で
回

復
さ
せ
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
う
え
で

「
今
回
の

エ
グ
ゼ
ア
開
発
は
エ
ン
ジ
ン

の
小
排
気
量
化
で
吸
気
損
失

を
低
減
さ
せ
、
変
速
比
を
高

速
化
す
る
こ
と
で
エ
ン
ジ
ン

の
回
転
数
を
下
げ
、
熱
交
換

器
の
高
効
率
化
で
冷
媒
の
循

環
動
力
の
低
減
を
す
る
な

ど
、
主
に
既
存
の
技
術
を
最

適
化
す
る
こ
と
で
効
率
を
上

げ
た
」
と
説
明
し

「
今
後
、

抜
本
的
に
エ
ン
ジ
ン
設
計
を

見
直
し
、
廃
熱
利
用
な
ど
の

技
術
に
ト
ラ
イ
し
な
が
ら
、

２
０
１
５
年
を
目
標
に
、
Ｃ

Ｏ

排
出
量
に
お
い
て
全
電

源
係
数
で
も
Ｅ
Ｈ
Ｐ
に
勝
る

機
器
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
シ
ュ
リ
ン
ク

し
て
い
く
機
器
で
は
な
く
、

ま
だ
ま
だ
発
展
す
る
機
器
で

あ
る
こ
と
を
空
調
業
界
に
訴

え
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
エ
グ
ゼ
ア
の
定
義

を
Ａ
Ｐ
Ｆ
５
・
４
相
当
以
上

の
機
器
と
位
置
づ
け
、
今
後

発
売
さ
れ
る

馬
力
以
上
の

全
メ
ー
カ
ー
の
全
機
器
が
こ

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
、
超
高
効
率
「
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ

グ
ゼ
ア
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

ガ
ス
業
界
全
体
で
使
用
し
て

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ

グ
ゼ
ア
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
雑
誌
「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
℃
（
グ

ッ
ド
）
」
を
４
月
に
創
刊
し
、

こ
れ
と
連
動
し
た
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
統
一
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

「
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
グ
ゼ
ア
」
は

三
洋
電
機
販
売
、
ヤ
ン
マ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
が
４

月
か
ら
、
ア
イ
シ
ン
精
機
と

ダ
イ
キ
ン
工
業
は
７
月
か
ら

販
売
を
開
始
す
る
。
三
菱
重

工
と
日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

は

月
か
ら
販
売
す
る
。
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